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Horizontal Strain in the Central Part of the Itoigawa － Shizuoka Tectonic Line
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　第 1 図は糸魚川－静岡構造線沿いの韮崎～穂高間における水平歪である。諏訪湖より南では

南北方向の，北では東西方向の圧縮歪が卓越する。構造線の地域的な特徴に対応しているもの

と思われる。

　なお，この測量は科学技術庁科学技術振興調整費「中部日本活構造地域の地震テクトニクス

の研究」によるものである。
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第 1 図　糸魚川－静岡構造線中央部の水平歪 1985 ～ 1986 － 1902
Fig. 1　Horizontal strain in the central part of the Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line. 1985 － 1986 － 1902.
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